








要約:正常乳児の呼吸状態を Respiratory inductive plethysmography(RIP)を用いて呼価

し、さらに乳児突然死症候群(SIDS)関連患者と比較した。正常乳児は 10 例、SIDS 関連患

者は 5 例であった。両群間に Mann-Whitney U 検定を行った場合、Total Compartment

Displacement ・一回換気量-1において有意差を認めたが、呼吸数、%Rib Cage、動脈血酸

素飽和度、脈拍数においては有意差を認めなかった。RiP は、呼吸パターンの変化を知れ

るため、今後、新たな研究成果を期待でき、さらにはより安定した在宅モニターとしての

可能性を有する。


